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　 　ガンピの密植多収栽培

　 　 　 　 ガンピ は古来 多 くの 人達 によっ て、 栽培 は困 難なも のであ る

び無性 繁殖 法の 解明に よっ て、 栽培 が可 能とな った 。実 生苗 木

多く行って、密植多収栽培法を確立したので、その要点を紹介す

移植時期

　　　 　播 種床 で、１ 年間 生長 させ た苗木は翌 春開 葉前 に掘り起こ し

活着する。また、やむを得 ず着葉期に移植する場合 は苗木の葉

付ければ 8 0％程度活着し、その後いずれも生長は良好である。

植栽適地の選定・地ごしらえ

　　　 　山地で栽培する場合は 自生 地よ りも風 当り の少ない南～南東

を選び 、土 壌は排水・通気 性が よく、腐 植を含 んだ 砂質壌土 あ

栽培する場合も同様の土壌条件を備えた新しい土地を選んで整

　　　　山地における地ごしらえはスギ、ヒノキの植栽地ごしらえと

植栽密度

　　　 　ガンピを製紙の原料と して 用い る場合 、そ の適当な幹の大き

以上の も の が適 当 とさ れて いる 。単 位面 積 (㎡ )当り 植 栽 密 度 を

させた とき の平均個体重量 およ び収量の 最適密 度を 調べた。 平

当り収 量は 各因子とも密度 効果 の法則に したが って いる（図 ―

を得る には ㎡当り 6． 2本 植栽で十分条件 を満たしていることに

芽更新 が可 能であるため、 初刈 り後の萌 芽更新 によ る再利用 お

れてさらに調査した結果 1 0ａ当り 4 , 0 0 0本（ 50×50 c m）が最適密

光環境

　　　 　生長および収量に及ぼ す陽 光量 の影響 を日 陰格子実験によっ

は遮光 率 7 0％の 光条件 が生長に最適であるが、樹齢が高くなる

光率は 3 0～ 5 0％と 低 く な る こと が わか った 。 裸 地 で栽 培 す る場

4 , 00 0本を密植することによって相互被陰効果が得られ、生長に
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施肥管理

　　　 　ガンピの生長には窒素 の影 響が 極めて 大き く、その施用が顕著な効 果を もたら すが 、リ

ン酸や カリ なども白皮歩留 りを 高めたり 、耐寒 性を 強めるな どの大切な働 き が あ るので 、

肥料は複合肥料を用いるほうがよい。

多 く の 栽 培 事 例 か ら 施 用 量 は 植 栽 時 に 森 林 肥 料 （ N： P： K＝ 20： 10： 10） を苗 木 １ 本

当り 1 0ｇ程度施し、追肥は基肥の半量とする。

　 　 　 　 ２ 年 目 以 降 は 収 穫 時 ま で 毎 年 ５ 月 頃 同 種 類 の 肥 料 を 10ａ 当り 50㎏ （窒 素 1 0㎏） 施す 。

これより多く施すと生育障害を引き起こすので注意する。

初刈り収量

　　　 　地 位中 庸の永 平寺 町山 地で 栽培した４ 年生 の初 刈り収量結 果（ 表－ １）から 10ａ当り収

量 を 推 定 し て み る と 、 黒 皮 重 量 は 2 5 5㎏ と な る 。 こ れ を 白 皮 に 調 整 す る と 131㎏ と な り 、

いずれの収量とも無施肥栽培の２倍の収量が得られる。

　　　 　また、武生市丸岡町の 畑地 でこ の密植 多収 栽培を実証した結果（表 －２ ）によ ると 、個

体 の 平 均 生 木 重 量 7 35ｇ で こ の 生 木 か ら 得 ら れ た 黒 皮 重 量 は 13 9ｇ で あ っ た 。 さ ら に 、 黒

皮から得られた白皮重量は 7 2ｇであった。この値から 10ａ当 り 推定樹皮収量を求めると 、

黒皮は 5 5 7㎏ 、 白 皮は 2 8 8㎏ とな る。 外 皮の 若干 付 着 した ガン ピの価 格は kg当り 2 ,0 0 0円 で

あるか ら、 黒皮 重量 に 単 価 を 乗 じ れ ば 1 0a当り の 粗 収 入 は 約 19万円と な り 、 他 の 農 作目 と

比較しても十分収益性のある作目といえる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 （ 文 責 　 今井 三 千 穂 ）


